
〈喪失〉のあと

一『長者マルコ』を中心として

He［Marc・］8truggles　thr・ゆthe　9αte［・f　the　Grea七wal1・f　China］．

Forαsec◎η，d　he　is　frameal　in記，　outZined　against　tゐθbrillinnt　sdy，

tugging　a　sαmple　cα＄e　in　eαch　hαnd．　Then　the　9αte　sゐuts，　tゐe　l乏8玩

、解θε・砿餓ε伽加beαt　and　tゐe　c伽ting　recede．　int・tゐe　distance・1

　『長者マルコ』（Marco　A4illions：1927）一幕五場のラストである。サンプ

ルケースを持ったマルコの姿は、夕日を背にシルエットされる。彼とその背景

の自然を取り込む形でフレームするのは中国の長城。この構図は、『長者マル

コ』のテーマをヴィジュァルに表現したものとなっている。『長者マルコ』◎そ

れはアメリカについての物語であり、そのテ・一．一一マはオニールが、The　Book　Of

Ser　Mαrco　Polo（1871）2、　Messer　Marco　Polo（1921）3の二冊を『長者マ

ルコ』執筆のために読んだ時、既に定まっていた。

　The　B◎ok　Of　Ser　Mαrco　Poloは、歴史上の人物、マルコが、ジェノバの

牢獄にいたとき（1298－1299）、ラステdチアーノ（Rusticiano＞という仲間

の囚人に語った話をもとにしている。オニールはこの中の、ユールが付け加え

たイントuダクションの部分、特にマルコの物質主義を強調する部分のみを主

に読んでいる。ビルン（Donn　Byrne）のMesser　Mαrco　Pol◎に関しては、

マルコとゴールデン・ベルズ（GoIden　Bells）との間のロマンスは、『長者マ

ルコ』の中のマルコとクカチン（Kukachin）のそれに酷似している。しかし、

ビルンのマルコが、物質主義的であると同時にキリスト教を熱心に説き、バラ

ンスが取れているのに対し、オニールのマルコは、キリストを説いて廻ること

はない。

　ストループの指摘するように、物質主義的側面を強調したマルコを、‘‘pre－

established　framew◎rk”のもとオニールは描こうとしたのである。4次のオ

ユール自身の言葉もそれを裏付ける。
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Am　working　hard　as　hell　on　Marco…It’s　going　to　be　humorous　as

the　devil　if　the　way　iもmakes　me　guffaw　as　I　write　is　any　criterion　一、

and　not　bitter　hum◎r　either　although　its　all　satirica1・　I　actuaUy

gr◎w　t◎10ve　my　American　pillars◎f　s◎ciety，　Polo　Brothers＆

Son．5

　アメリカについての物語。それは言い換えるならく喪失〉についての物語

だ。アメリカが経験してきた様々なく喪失〉。舞i台上では、まずマルコが

く喪失〉を体験していく。マルコの物語と対峙されるのは、クブライ（Kublai）

を中心とした中国。〈喪失〉を経験することがないかのようなその世界は、

マルコのシルエットを包含する。小宇宙を包み込む大宇宙のように示されるそ

の世界も、しかし結局は〈喪失〉から自由になることは出来ない。ここでは、

『長者マルコ』が想起する様々なく喪失〉について考えてみることにする。

1．マルコの物語

　　マルコの物語は、〈成長〉という時間スケ・…一一ルにそって語られていく。

　15才のマル1が43才にく成長〉するまで。ベニス、中国、そして又ベニス

　がその舞台となる。この時間経過と舞台の変化を繋ぐのは、マル1rのアクショ

　ン。それは、常に〈成長〉を続けゴールにある〈報奨〉を得ることを目的

　とする。しかし、〈成長〉は同時にマルコの“s◎u1”、イノセンスのく喪

失〉をもたらすことが示されていく。

　　一幕三場から五場までは、マルコの中国までの道中が演じられる。マルコ

　は、中国に着く前にマホメットの国（第三場）、インド（第四場）、モンゴル

　（第五場）を通過する。これらのシーンは支配者を頂点とし、その回りに臣

民を配置し、赤ん坊から枢までが並ぶという点でアイデンティカル、“exact

duplicate”［233］である。各国のく娼婦〉、商人達が繰り返し現れ、“the

same　interplay”［234］を演じる。特にく娼婦〉は、同一一の人物が衣裳だ

　け変えて登場し、“essential　character”のft－一一一一性を強調「する。マルコがそ

れぞれのシーンや登場人物達のインタープレイに対してとるアクションは、

彼の〈成長〉と共に変化していく。（図Aマルコのアクションの表参照）6

　　三場では、〈立派な商人〉、ニコll（Nicolo）とマフェオ（Maffeo）が、

舞台の中央でイスラムの商人たちと情報の交換をしているのに対し、好奇心

　に駆られるマルコは異国情緒あふれるイスラムの国を歩き回り（舞台の周辺

を一巡し）、その国の人々と接触を試みる。まだイノセンスを保っているマ
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ルコは、〈娼婦〉のキスを慌てて拒絶する。“Money　isn’t　everything．”

［232］と書いながら、〈娼婦〉はマルコのイノセンスと引換えに彼と関係を

持とうとする。

　四場では、時が経ち、“indifferent　attitude　of　the　werldly・wise”［235〕

を持つまでにく成長〉したマルコは、インドの文化に対しては、“amodern

business　man’s　databook”［229］に似ているノ“一一トブックを参照にして、

物知り顔に“So　that　is　Buddha！”［234］と言うのみである。抱擁してい

る恋人たちに対しては、入場料を取るようにアドバイスする程である。彼は

マフェオの艶話の終わり頃に仲間に加わり、落ちの意味を尋ねるが、“too

young”［235］と言われてしまう。“too　innocent”と言うわけである。だ

が、この時マルコは、金儲けの賭に勝つためにく娼婦〉とキスをするよう

になっている。キスに対してさえ“shrewd”になり、“a　real　man”になっ

てきたマルコ。ただ、〈娼婦〉のいうように、“becomiRg　shrewd”、＜立

派〉になる旅の途上にある彼は、“asudden　shame”を感じるイノセンス

は持っている。

　五場になると、マルコは舞台上を一巡してもモンゴルの人々をほとんど見

ようとしない。彼は、もうく大人〉であり、舞台の中央にいて商人たちの

話に加わる。後述する一幕二場同様、ここでもマルコの舞台上の周辺部から

中心への動きは、彼がイノセンスを失ってく成長〉していくことを意味し

ている。彼は、舞台上にく娼婦〉と共に登場する前に、彼女と一夜を共に

した後である。関係を終えてしまった〈娼婦〉に対し、データeブックを

読み終わったかのように、“i’mthrough　with　you3”［239］と言うのだが、

逆にく娼婦〉に、“And　I［am　thr◎ugh］with　you－now　that　you’re

aman”と言われてしまう◎〈立派な商入〉、“a　maバになってしまった

マルコの、イノセンスな心（“soU1”）の象徴である彼自作の〈詩〉は彼女

に踏みつぶされる。〈娼婦〉はその詩を踏みっぶしながら、“Your　soul！

Dead　and　buried！”［239］と叫ぶ◎マルコの“sou1”、イノセンスは、彼

のく詩〉と共に失われてしまう。

　そのく詩〉は、彼がベニスにいるときドナ・p…一・eタ（Donata）の為に書いた

ものである。幼いマルコは、ドナts・・タに請われるままにく詩〉をかこうと

する。〈詩〉の内容はともあれ、愛するドナータのためにく詩〉をかこう

とする行為はイノセンスの表れである。しかし、そのく詩〉の内容、ある

いは後述するような、ベニスのロマンティックなセッティングと台詞との乖

離が示すように、マルコとドナータの関係においてはく詩〉、っまりイノ
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センス、“seul”は不可欠なものではない。〈成長〉して、彼らの結婚によっ

て彼らの親の会社（“firm”）を一つにすることが・そしてく詩〉を不要な

ものにすることが、彼らの関係を強固なものにするのである。

　中国へ行ったマルコに思いを寄せるのが・クブライの孫のクカチンである。

しかし、マテリアリスト、マルコと、イノセンスを失っていないクカチンと

の聞に‘Tirm”のような共通点を見出すことは出来ない・彼らのPff－一一の接

点は〈詩〉であるはずであり、それなしでは触れ合うことはない。〈詩〉、

“soul”を失いく立派な〉商人になったマルコにとって、〈詩〉をつくる

行為は冗談でしかない。そして、〈詩〉をっくることを自らに禁じたマル

コは、〈詩〉に対して奇妙な感情を抱くことになる。クカチンにく詩〉を

っくることを勧められたマルコは、“Damn　it！Reciting　always　makes

me　want　to　cry　about　s◎mething，　Poetry　acts　worse　on　me　thaR

wine　that　way．”［270］とその感情を述べる。（図B参照）？

　マルコの“soul”の、イノセンスの象徴であるく詩〉。その喪失感は、

マルコの中にぽっかりとした虚ろな部分を生み出している。物質的に恵まれ

た〈立派な〉商人となっても、“sou1”を失った跡は虚ろであり、失ったと

いう無意識がノスタルジーとなり空虚感を生み出す。このマルコの感情を意

識的に述べたのが、次のオニールのアメリカ物質文明批判の言葉だ。

We〔the　Americans　］are　the　greatest　example　of‘F◎r　what　shall

it　profit　a　man，　if　he　shall　gain　the　wh◎le　world，　and　lose　his　own

s◎u1？　8

　マル＝にノスタルジーを感じさせた、彼の無意識的な喪失感。それはオ

ニールの、アメリカの、感じているものでもある。〈喪失〉されたものが

彼の本性だとしたら、商人マルコは彼の本性に逆らって作られたのである。

マルコに、そのように自然に逆らって生きることを教えたのは彼の生きてい

る社会であり、そこには社会の要請通りに自分を〈成長〉させねばならな

かったマルコの悲劇がある。

2，＄oulとSociety

　　－・幕一場は、月明かりの下、ヴェニス名物のゴンドラからギター片手に

　ロマンチックにドナータに求愛するマルコの様子が演じられる。r汚れなき

　少年時代」の演出、といったところである。しかし、マルコ達の台詞に耳を
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傾けてみると、ある不自然さが入り込んでくる。ロマンチックなセッティン

グとはうらはらに性急にキスを迫るマルコの口にするのは・“gained”・

・miUions・、・the　richest”、“oPPortunity”等の言葉であり・彼とドナA”一一

タの纈昏は、・lt，11　bring　the　tw。　firms　int・cl・ser　c・ntact・”［22°］な

のである。そして、マルコの口にする哲学には早くも物質文明の匂いがする。

＿where　there’s　nothing　risked，　there’s　nothing　gained．．．

＿there・s　milli。ns　t。　be　made　in　his　service…［220］

　マルコが最後まで守り通すドナータの肖像画のロケットも・ドナータの父

が借金のかたに描かせたものである。この・セッティングと台詞の垂離は・

マル3が身につけていくであろうものの不自然さを暗示する。

　セッティングと台詞の乖離。それは、マルコの内面のsoulと・外面の

societyの間の矛盾を表していよう・ロマンティックなセッティングはマル

コのうぶなs◎ulを表し、それは純真な愛の表現としてく詩〉をかくという

行為を欲している。しかし、そのsoulのレヴェルが・台詞という社会的な

言語のレヴェルになり、社会的なコンテクストの中に置かれてしまうと・彼

の愛の表現は物質文明の比喩で満ちたものになってしまう。典型的なのは彼

のつくるく詩〉である。

　テダルド（Tedaldo）の宮廷でマルコはドナータへのく詩…〉をかこうと

している。しかし社会がマルコに与えるのは、〈立派な商入〉になること

である。彼がく詩〉をかこうとしている周りでは、父と叔父が金の話ばか

りしている。ようやく出来たマルコのく詩〉は・金と宝石と立身出世の比

喩で満ちている。

‘‘ xou　are玉ovely　as　the　gold　in　the　sun

Your　skin　is　like　silver圭nもhe㎜◎on

Your　eyes　are　black　pearls　I　have　w◎n・

Ikiss　your　ruby　lips　and　y◎u　swoon・

Smiling　your　thanks　as　I　proコ孤ise　you

Alarge　fortune　if　you　will　be　true，

While　1　am　away　earnig　gold

And　silver　so　when　we　are　old

玉will　have　a　miUion　t◎my　credit
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And　inもhe　meantime　ca貧easi玉y　aff◎rd

Abig　wedding　that　will　d◎us　credit

And　sもart　having　children，　bless　the　L・rd！”［224－25］

　自分のく詩〉を笑われたマルコは、“lt　was　silly・’”［225］と反省し

く成長〉させられていく。〈詩〉をっくるという女々しいことを止め・

・・獅?窒魔?hのあるくあるべき男の姿〉になろうとする。〈男〉は・〈詩〉を

っくる暇に進歩しなければならないのである。このことは・舞台上のマルコ

の動きによって象徴される。自分の勇気を、お祈り中のテダルドに話しかけ

るという行為をすることによって試すために、今まで舞台の脇にいたマルコ

は中央へ移動する。舞台上のマルコの動きは・彼が社会の中で占める地位を

象徴している。マルコは、sou1のレヴェルからsocietyのコンテクストの

中に移っていき、〈男〉になっていく。

　マルコの経験するSOU1からsocietyへの揺れは・クライマックスのクカ

チンとの別れの場面でも現れる。チュイン（Chu－Yin）はクカチンの愛をマ

ルコにわからせるため、マルコに、彼女の目を旅のあいだ毎日見っめるよう

に命令していた。今までそれを怠ってきていたマルコは・別れに際してクカ

チンに請われてそれをする。マル3は、彼女の目の中に愛を感じ“oblivi。us

passi◎n・［280］に促されて、クカチンと唇を合わせんばかりになる・クカ

チンにより自分の中のs◎u1に目覚めそうになるマルコだが・マフェオの

tS nne　miUion！・という声に邪魔されてしまう。マルコは、　S◎ulのレヴェ

ルに立ち戻ることは出来ずに、societyのコンテクストの中に止まることに

なる。

3．黄金の国
　　マルコにイノセンスの放棄を迫るベニス社会。それは現代アメリカ社会の

　謂であり、その歴史も〈喪失〉の経験で満ちている・

　　1492年にアメリカ大陸を発見したコロンブスは、マルコ・ポーロの旅行記

　に親しんでいた。その頃のヨーロッパ、っまりラテン・キリスト教文化圏は・

　オスマン・トルコなどイスラム、モンゴル文化圏の圧倒的なカの前に・成す

　術もなく逼塞した状況のもとにあった。そのような状況の巾、フランシスコ

　派の影響を受けたコ窃ンブスの航海の目的の一っは、イェルサレムとシオン

　山の再建という宗教的なものであった。フランシスコ派に特有の黙示録的ヴィ

　ジョンを受け継いだ彼は、世界の滅亡の前に、全世界の人々にキリスト教を
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伝える事を使命と感じていた。彼は・1498年10月18日付けのイサベル女王・

フェルナンド王宛の手紙の中で述べている。

私は、両陛下の船が赴くあらゆる地において・そのあらゆる岬に大きな

十字架を打ち立てることを命じており……でき得る限りをつくして・我ら

の聖なる教えと全世界に信徒をもつ聖なる主教会にたいする信仰について

語り、すべての判ス徽徒の礼譲と気晶と・カ・っまた聖三位一体にたい

する信仰について話しているのであります。9

　アメリカは希望に満ちた土地であった。コロンブスはそこに・天国に一番

近いところ、エデンの園のヴィジョンをも描いていた・アメリカ大陸の人々

にキリスト教を伝導すること、そして、そこからもたらされる財宝で聖都奪

回の十字軍を組織すること。キリスト教徒コロンブスの大志であった。

　アメリカは、ファンタジーの源でもあった。’“異教徒を撃退してくれるア

マゾネスの島、エル・ドラド、宗教的理想郷シボラの七つの都・等々・ドリー

ムを求めて人々はやって来た。これらの人々・あるいはコ11ンブスの描いた

パラダイスとしてのアメリカは、時代の変遷と共に・徐々に物質文明に侵さ

れていくことになる。イノセンスな夢は物欲へと変貌していく。

　新大陸へ向かうという物理的であると共に精神的な旅は・例えばアイルラ

ンド移民がアメリカへ行く行為とパラレルを成す・15世紀の航海者達が・心

理的逼迫感から宗教的希望を求めて大陸へ渡ったように・19世紀のアイルラ

ンド移民も、ジャガイモ飢謹などに端を発す貧困から逃れるために・そして

カトリックへの弾圧から逃れるという宗教的目的のためにアメリカを目指し

た♂悪天候による穀物不足等のために1870年から1900年までの聞・アイル

ランドからアメリカへ移住した人の数は、150万以上にものぼる。Land　War

（18794882）の後、1883年には1年間だけで10万5千人以上にも達している。

大量の移民は恒常的な出来事、“essential　feature◎f　Irish　life”　i2となっ

ていたのである。

　マルコ達13世紀の人々にとって、中国を始めとし日本などは黄金の国であっ

た。コロンブスをはじめ15世紀の人々にとっては・アメリカ大陸がそのイメー

ジを引き継いだ。そしてアイルランド移民の中にも・アメリカを“the

eαtSleαin◎ir（ca，stles　of　g◎1d）”と捉える者があった。彼らはアメリカの

現実とは無関係に、the　New　W◎rldを‘‘earthly　paradise”、‘‘promised

land”と信じていた。’3
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　行き着く先に、希望に満ちたパラダイスがあるとする直線的時間意識♂

ここにもう一つパラレルなパターンを加えることが出来る。中世の騎士道物

語の物語パターンである。騎士道物語とは言うまでもなく、コミュニティー

で一番強い主人公が、故郷をあとに未知の国へ、聖杯等、報奨を求める旅に

出て、見事それを見っけるなどの手柄を得、故郷に錦を飾り・美しいお姫様

を手に入れる、といったようなものである。そのパターンの基になるのは、

直線的時間意識と、既知に対する未知、という図式である・旅という直線的

時間経過の終わりには、富と美女というく報奨〉があり・それを手に入れ

ることは〈ゴー一ル〉であり、それはく進歩〉となる。文化人類学的にいう

と、コミュニティー・という既知である日常から離れ、未知の国という非日常

の世界へ出かける主人公は、通過儀礼を終えく成長〉して故郷へ帰り・一

人前と認められる。

　マルコの物語は、ストーリーとして考えるなら、これと同じパターンから

なっている。マルコも既知たるベニスから旅に出て、中国という未知の国で

く手柄〉をたて富を蓄え、故郷に凱旋しドナーaタというく報奨〉を手に入

れる。彼はく成長〉し、〈進歩〉し、〈立派な商人〉、“amaバとなる。

　マルコの物語だけではない。騎士道物語の構造は、コロンブスの航海の基

調をもなしている。大航海時代、人々を未知の土地へ駆り立てたのはファン

タジーとしてのアメリカ、っまり、その未知の大陸にいる妖怪変化を倒して

故郷に凱旋するという、騎士道物語のパターンである。

　アメリカの辿った道も騎士道物語のパターンに当てはまる。物質文明のた

ゆまないく進歩〉を信じて、直線的に突き進んできたアメリカは、世界最

強の経済大国というくゴール〉に至る。未知の大陸は、既知の大国となる。

　様々な時代に、様々な人々が、様々な理由で夢見る黄金の国。しかし・目

的地は満足を与えてくれるとは限らない。アメリカへ着いた移民達は結局、

最下層の労働者になるのが一般的だった。そして、オニールはアイルランド

移民の子である。

Sucking　up　the　c◎al　du＄t　into　your　lungs・

Underneath　the　hiUs　where　there　is　no　s囎

Tlry　t◎make　a　livi119◎n　a　doUar　a　day，

D三99ing　b1◎◎dy　coahn　Pennsylvania・　葦δ

アメリカへ渡ったアイルランド移民の状況を詠んだものであるが、これが
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彼らの一般的な労働状態であった。成功したIrish－Americansでさえ・オニー

ルがその自伝的、Long　Day’s　Journebl　Into　Nightの中で表しているよう

に、貧困への恐れと劣等感から自由になることは出来なかった。あまりにも

幼いうちに、“the　value　of　a　dollar　and　the　fear◎f　the　poorh◎use”lfi

を学んでしまったのだ。

　コロンブスの希望も時間の流れと共に打ち砕かれることとなる・彼がエデ

ソの園とまで呼んだアメリカは物質的に世界最強の国になったが・それはオ

ユ＿ルの言うところの、“failure”の見本となるということを意味していた・

マルコもイノセンス、s◎u1と引換えに物質的栄華を謳歌する。彼らの夢・理

想、イノセンスは、悉くく喪失〉されていくのである。

　オニール自身も〈喪失〉を味わう。アイルランド移民同様・オニール

も海を渡る。目指すのはマルコと同じく中国。新大陸へ向かう行為同様・

“spiritual　paradise”というく報奨〉を求めた・マルコ執簿麦1928年のオ

ニ．一ルの物理的かっ精神的旅も挫折する。直線的航海の先にある希望は打ち

砕かれ、中国は現実的なパラダイスたりえないことをオニー一ルは確認してし

まう。

　このく喪失〉のテーマ。これはオニールが生涯追求したものである。例

えば、未完の大作、Tale　of　Possessors　Self・－1）ispossesseelの中にもそれ

は象徴的に現れている。そこではサイモンと言うソーロー一的な人物・ドリー

マーが、だんだんとマテリアリストに変貌していき・サラというアイルラ

ンド移民の娘はマテリアリストになっていく・直線的時間意識の生み出す

くゴール〉、旅の終わりのく喪失〉のあとには何もない。直線的な時間意

識、直線的な運動のあとに希望、パラダイスを見出すことは不可能であり・

その何も無いこと、〈喪失〉されたパラダイスの様子は・後述するように・

プαローグのラストで、nothingnessへと向かう舞台に象徴的に表れてい

る。R

　終着駅がパラダイスであるような、西洋的な、騎士道物語の時間意識。そ

ういうものにオニールは疑問を持ち、中国にスポットをあて『長者マルコ』

を書いたのであろう。

4．〈動〉とく静〉
　　『長者マルコ』の中には、西洋的な、直線的に移動していくく動〉の時

間意識に対して、東洋的な、〈静〉の、〈進歩〉、〈成長〉とは無関係の

時間意識が対照的に表れる。西洋的〈動〉、陽を象徴するマルコと〈静〉
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の世界、中国の出会いは、サウンドイフェクトにより劇的に用意される。IB

一幕六場、中国のシーンの幕開きの前に・ドラム・ゴング・フルート等を駆

使したサウンド、そしてライティングは・“crescendo”・“slowly”に・“highesも

P。int・燵した後、“a　sudden　dead　silence”　［241］となる・ラベルのボ

レロのエンディングを思わせる完壁なく静〉の訪れである。各国の〈静〉

のシーンの頂点たるシーンに相応しい幕開けである。その完壁な〈静〉の

世界への侵入者がマルコだ。

　Xanaduの静寂の漂う宮廷。フルートの音が聞こえている。その静寂を壊

すのは、マルコ登場のけたたましいバンドの音楽だ。〈静〉とく動〉。

ツinとyangの対照。マルコが・ツangの像の頭に無意識的に手を置くこと

が語られる。

　しかし、この時マルコは舞台上に登場してはいない。マルコの作られた華

やかさは、舞台上の静寂なパレスにいるチュインによって物語られる。彼は、

パレスの窓から外のマルコの様子を覗き、それをクブライに物語る・［253］

何もない、何も起こっていない舞台、静寂の支配するクブライのパレスをの

み、観客は見ているのである。マルコの、舞台の外の華やかさは・実体のな

い虚しいものとしてヴィジュアライズされる・

　チュインの物語るストーリーの中のマルコがしているのは、“movie　star”

［254］のようなショーマンシップである。彼の観客（マルコ同様、舞台には

登場してはいない。）が、“　overhear”出来るように“a　children’s　play”

〔254〕を行っている。物語られるショ　一一マンシップ・これは・二重の虚しさ

をっのり、〈動〉の世界の真相を暴露する。

　〈動〉とく静〉の世界の対照は、キリスト教徒（CHRISTIANS）と異教

徒（HEATHEN）に分けられている登場人物表（CHARACTERS）の中に

も現れている。・9〈キリスト教徒〉は西洋を代表するものとして・＜異教

徒〉は大きな意味で東洋、っまり西洋にはない可能性のある場所を表すも

のとして意識されている。冒頭で挙げたように、自然をもその中に含めてし

まうような中国。そこにオニールは、マルコの、アメリカのく成長〉の病

を、そして自分自身を治癒してくれる何かを求めていたのであろう・

　冒頭に挙げた、東洋的く静〉のフレームの中に捉えられた西洋的く動〉

の構図。それは、マルコとクブライの出会いのシーンにも現れている。舞台

の上一段高いところに、クブライを中心としてチュインら中国の人々が並ん

でいる。彼らが見下ろしているのがマルコ達である・クブライ達に見下ろさ

れながら、こそこそとお金の相談をしている。クブライ達はそれを上から眺
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めながら、・Let　him　develop　according　to　his　own　inclina七ion”〔246］

と鷹揚な態度をとっている。東洋的〈静〉の視点の前に・西洋的く動〉は・

あまりにも小さい◎

　そんなマルコをクブライ達は、“achild”〔246］・“◎ur　c1◎wn”［251］・

・・≠モ?奄撃п@actor”［253］、と見なしている。西洋的なく進歩〉・〈成長〉は・

東洋の視点からは、childishでしかない。クブライは・子供をあやすかのよ

うにマル：に接する。“lmmortal　S◎U1”を持っているといって揮らないマ

ルコの首をはねる真似をして、放免されたマルコがホッとする様を・“　amuse－

ment”［244］を以て眺めている。2°

同じ構図を、マルコがセールスマンの本領を発揮する二幕一場でも・観客

は観ることができる。舞台上に姿を現したマルコが連れている奴隷は・“pink”・

・green・、｛‘gold”を散りばめた道化のような扮装をしている。コミカルな

く動〉の世界の演出だ。彼の報告も、〈動〉で満ちている。彼の治める町

は、・the　most　govemed”［251］であり、市長としての彼は・“str。ng

measure・ m257］によって税に対する法律などを市民に押しっけていく・こ

のような入為は、クブライ達の精神的支柱たる老子の無為の思想とは程遠い。

　クブライ達に見下ろされながら、自分の成し遂げた“tax　scherne”〔256〕、

あるいは・acan◎n”、“a　paper　m◎ney”を強引に売り込もうとする彼の

口調は、現代のセールスマンのそれそのものだ。憤慨しているクブライ達の

物言わぬ様子を、自分の発明に驚嘆しているのだと思い込み・“You　are

stunned，　I　can　see　that．”［258］と言いっつ、会話を一人で続けていく。

　大砲で皆を征服してしまえば平和が訪れるという彼は、模型の、‘‘children’s

bl◎ck・［258］とおもちゃの大砲を使って一人芝居で“a　can◎n”を売り込

もうとする。

　（Heαd（かεssθ8　the　fortress　inαmαtter－of－fact　tome）So　you

w◎n・狽唐浮窒窒?獅р?秩C　eh？　（Then　in　α　moch－heroic　falsetto，αnsωering

himseZf　lihe　a　ventril・quisのWe　die　but　we　never　surrender！（Tゐen

mαtter－of－factly）We11，　Brother，むhose　heroic　sentimeRts　do　you　a

1◎tof　credit，　but　this　is　war　and　not　a，も船gedy．　Y◎ガre　up　against

new　methods　this　time，　and　y◎u　better　give　in　and　avoid　wasteful

blo◎dshed．（Ansωering　himseるヂ）　No！Victory　◎r　Death！　（Then

α8伽）AU　right，　Br。ther，　d・ガt　blame　me・Fire！［259］
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マル1iの台詞は2ページ以上にも及ぶのだが、この場面はマルコの一人芝居

をクブライ達が見下ろして観賞している、といった構図になっている・マル

1がクブライ達に見下ろされながら演じるのは、まさにこの世の茶番である。

クブライ達の象徴するく静〉の中で一入芝居をするマルコの舞台上のく動〉

の姿は、大きな宇宙の中で、こせこせとうろつき廻っている人間の愚かしさ

をヴィジュアルに表現しているようだ。

三幕一場では、今までの、〈静〉とく動〉による舞台の二分割が・より

ハッキリした形で演じられる♂ここは、クブライが魔法の水晶玉によって、

遠くベニスのマルコの帰国の様子を眺めるという事になっている。舞台の上

方のクブライ達と下方のマル＝達に分割される。マルコ達のベニスの様子は

劇中劇といった趣である。二幕一一一t9と同様、マルコはコインをばら蒔いたり

ショーマンシップを行う。二幕一場では、マルコの舞台上の不在により虚し

さがっのったが、ここでは劇中劇により同様の効果が現れている。観客はク

ブライの玉の中に映ったベニスを観ているのであり、二重の隔たりはマルコ

のショ“一一マンシップを際立たせる。マルコのショーマンシップに対するベニ

スの入々の、・worth　millions”という感嘆の叫びも一層の虚しさをっのる。

　水晶玉を遇して、観客からは二重の隔たりを持って見えているはずのマル

コ達は、しかし、遂には、“the　piles　of　f◎◎d”〔296］の向こう側に見えな

くなってしまう。そしてマルコの、“Millions！＿milli◎ns！＿milli◎ns！＿

miUi◎ns！・［297］と言う声のみが、“the　grand　Chamber　of　Commerce

style”で続いていく。このとき舞台の中心に観客が捉えるのは、馳走の

山とそれを食べる人々のナイフとフォークの音である。遂に舞台は人間を

く喪失〉し、欲望の対象としての、マテリアルとしての食物のみが残る。

このマテリアルを強調した舞台は、舞台上方から神の如くこれを眺めていた

クブライが、水晶玉を壊してしまうことにより消えてなくなる。舞台は一・一・wa

にして暗黒となる。その中でクブライの、“Now　all　is　flesh　！”［297］と

いう声のみが虚ろに響く。

5．生と死と

　　今やfleshと化してしまったく動〉の世界。トラップされているかのよ

　うな、その状態は、しかしく静〉の世界とて同じこと。二幕二場・クカチ

　ンを乗せたマルコ達の船が旅立とうとしている。幕開きと同時にドラムとゴ

　ングの物憂いリズム。その音に合わせて、舞台申央では奴隷たちが、リズム

　に合わせて荷物を船に運び入れている。今まで舞台中央に位置を占めていた
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クブライは、舞台左手に引っ込んでいる。

舞台中央上部の特権的位置から降りたクブライには・クカチンの旅立ちと

いうく喪失〉の事実を前に、東洋的く静〉の視点を持ち、マルコを“1augh

away”する余裕はない。西洋的く動〉の象徴するyangと同様・東洋的

く静〉、yinも、それだけで完壁になることはできない。中央を占める奴隷

の動きにクブライの、“Iam　my　slave！”［265］という台詞がエコーする・

自分自身、人生のスレイヴとなってしまったクブライが・別れに際してクカ

チンに与えられるのは、ただ、“Live”［266］というアドバイスだけ。

Lifeは、そして、　deathへ同かっていく。クブライは・クカチンの死に

立会うことになる。三幕二場、ベル、女性コーラス・“funeral　music”〔298］

の中をクカチンの枢がクブライの宮廷へ運ばれてくる。悲しみにうちひしが

れたクブライは、“Priest◎f　Tao”、“Priest　of　Confucius”・“Buddhist

Priest・に死の克服の可能性を尋ねる。答えは皆、“　Death　is・”である。こ

の台詞は、舞台上に厳然と横たわるクカチンの死体・というヴィジュァルな

要素と共鳴する。“Death”の演出には、パラeテクスチュアルな要素も一

役買う。今まで聞こえていた宮廷のベルの音さえも止み・手も足も出ない・

厳然とした静けさが舞台に訪れる・

東洋的く静〉の世界を襲う、deathと言う名のく喪失〉・“C◎ntain　the

harm◎ny◎f　w◎：mb　and　grave”［301］と歌われるクブライも、舞台中央の

高いところから降りてくる。彼もクカチンの死の前では・ただ人間として

・humbly”に泣くしか術がない。神の如く・舞台上方から眺めているわけ

にはいかない。

CHRONICLER：Yet　we　must　b◎w　hurnbly　before　the　Omnipotent．

CHORUS：AU　Gods　are　powerless．［302］

〈喪失〉のあとには、“humbly”なサイレンスがあるのみ。

6．再びプcr　m一グへ

　『長者マルコ』のストーリーはこれで終わる。（観客席に混じって『長者マ

ルコ』の芝居を観ていたマルコの登場するエビra・－eグを残して・）イノセン

スをく喪失〉したマルコが感じた空虚感を、クカチンの死に際してクブラ

イも感じることになる。舞台上を襲う冷たい静けさは、死の重さを醸し出す。

死は、しかし、プロローグにおいては超克されていたのである。
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　プロローグは、ストーリーとしては最終幕の直前にくる。それが、プロ

ローグとして劇の最初にきて強調されている。プslM・一一グではまず・キリス

ト教徒、ペルシャ人、仏教徒が登場する。ト書きには、彼らの“essential

character，，［211］は同じであるとある。登場人物表のキリスト教徒と異教

徒の二分割にはじまり、『長者マルコ』全体を通して強調されていた・キリ

スト教徒と異教徒、〈動〉とく静〉の世界の区別は・プロローグでは超越

されてい畜。舞台中央には、一本の聖なる木。

　そこに登場するのは、クブライに喪失感を与えたクカチンである・生を

く喪失〉したクカチンの死体は、“peace◎f　life　beyond　death”［216］を

有し、・unearthly　glow，1ike　a　ha1◎”〔216］が取り巻いている。彼女は一

瞬生き返りマルコへのメッセージを口にする。

Say　this，　l　l・ved　and　died．　N・w　l　am　1・ve，　and　live・［216］

クカチンは死の側から生を見っめ、死は生であると告げる・胡蝶の夢を思い

起こさせるクカチンの台詞によれば、生はく喪失〉されることはない。こ

の一瞬、聖なる木からは美しい音楽が流れ、クカチンの声は“heavenward”

に消え入っていく◎“laughter，　of　an　intoxicating，　supematura｝gaiety”

〔216】が聞こえてくる。　　　　　　　　　　’

　法悦の時も、だが、ほんの一瞬のこと。その一瞬が〈喪失〉されたあと・

プmm一グのCURTAINの降りる前には、3人の奴隷の死体と“nothing
but　a　faint　sound・・［218］が有るのみである。食物のみをi残して消え去っ

たく動〉の世界を思い起こす。死体のほかは何もない舞台。一連の出来事

のあと、っかのまの生死の超克のあとにあるのは、変わることのない砂の大

地。

The　sun　shines　again．

Nothing　has　changed．

Centuries　wither　into　tired　dust，

Anew　dew　freshens　the　grass．

S◎mewhere　this　dream　is　being　dreamed．［282］　za
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　　An　Min　Hsia，“The　Tao　and　Eugene　O’Neil1，”Dis＄，　India漁a　Univ．1979．

4．J◎hn　H．　Sもr◎upe，“0’Nei1Ps　Mαrc◎Mill乏ons／

　　Modem　2つrama，12　（Feb，1970），377－382．

AR◎ad　to　Zanadu，”

5．Jacks。n　R．　Bryer　ed”‘‘％εTheαtre　We　W・rked　P・〆’瀦θLeオオεrε（ゾ

　　Engene　O’Ne乏ZZオ・肱1乞ε仇Mαご9・ωαn（New　Haven：Yale　Univ・Pr・・

　　1982），　p．51、
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8．Quoted　by　Barrett　H．　Clark　in　Eugene　O’Neill（New　Y◎rk：Dover，1947），

　　P．153．
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9増臓郎、噺世界のユートピア』（研究社）1971年・71～7須・コ・ンブスの航海

　　については以下を参照のこと。Robert　GrUn，　Christoph　Columbus’Das

　　Bordbuch（Germany：Horst　Erdmann　Verlag，1970）・『コロンブス航海誌』

　　尾鍋輝彦、原田節子訳（講談社）1971年o

10．増田（上掲）に加え、以下も参照のこと。

　　Boies　Penrose，　Trαvelαnd　diScovery　in　the　Renaissαnce　1420－一　1　620

　　（Boston：Harvard　Univ．Pr．，1952）．『大航海時代　旅と発見の二世紀』荒尾克

　　己訳（筑摩書房）1985年。

11．勿論、それ以前にも以後にもアイルランドからの移民はあるわけだが・ここではオ

　　ニールの父親の移民した時期を選んでみた。尚、アイルランド移民については以下

　　の文献を参照のこと。

　　Lawrence　J．　McCaffrey，　The　Irish　1）‘α｛ミporαin　America（Washint◎n，

　　D．C，：The　Catholic　Univ．◎f　America　Pr．，1976）．　　＋

　　Kerby　A．　Mi11er，　Emigrαnts・and　Exiles’　lreZand　and　the　lri＄h　Ex・dus

　　to　2＞orth　Americα（Oxf◎rd：Oxf◎rd　Univ．　Pr．，1985）．

12．Miller，　p．131．

13．Girgusは、アメ9カとそこに新天地を求める人々との関係を・sexual　desireに

　　　なぞらえて、次のように述べている。Femaleの要素を持ったツinとしての申国と・

　　ma玉e、　yangの要素を持ったマルコの間の物語にも、同じような無意識的な動機を

　　見ることが出来よう。

　　　‘‘America　was　constructed　on，　in　Paul　Ricoeur’s　phrase，　ia　semantics

　　◎fdesire’．　The　relati◎nship　of　sexuaユdesire　t◎ideology　was　embedded

　　　deep　within　the　consciousness　that　shaped　American　culture．　From◎ur

　　beginning　America　was　seen　in　terms・f　past・ral　feelings　and　beliefs

　　that　defined　the　la獄d　sexua11y　as　feminine．　According　t◎もhese　metaph◎rs

　　　and　images，　the　land　was　virgin　and　female　while　men　were　hunters

　　　◎ryeeman　farmers　who　c◎nquered　and　lived◎ff　the　wildemess。　The

　　　disruptive　energy　of　the　unconscious　that　animates　the　dial◎g　between

　　　desire　and　consensus　in　American　literature　and　culture　originaもes　in

　　　this　i獄itial　concepti◎n　of　America　as　a　land◎f　desire．　More◎ver，　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（260）　17



1a，nd　as　a　projection　of　sexua玉desire　re－enforces　the　idea　of　the　New

World　as　a　version◎f　paradise．”Sam　B．　Girgus，　Desireαnd　the　Po　litical

Une◎nscious　in．Amer．iean　Literature（London：Macmillan，199◎），　P．28。

14．真木は、量、質、可逆性、不可逆性、の組合せにより、墓本的な時間形態を、原始

　　共同体型（反復的な時間）、ヘレsズム型（円環的な時間）・ヘブライズム型（線分

　　的な時間）、近代社会型（直線的な時間）、の四つに分けている。この分類に従えば、

　　マルコの物語における、〈成長〉は、直線的な時間に従っているということになる。

　　真木悠介、『時間の比較社会学』（春波書店）1981年。

15．McCaffrey，　p．71。

16，Eugene　O・Neill，ゐ・ng　Dαヅs」・urney伽・鞠んオ（New　Haven：Yale

　　Univ．　Pr，，1956），　p．146．

17．直線的運動のあとに、現実としてのパラダイスが有り得ないという悟り・それが・

　　オニールが要請されてもアイルランドを訪れなかった理由でもあろう。中国がアイ

　　ディールな土地でないと悟r）たオニー一ルにとって、アイルランドは唯一この地上で

　　残された希望の可能性のある土地として、父親を通してのみ知る場所として・未知

　　のまま残しておきたかったのかもしれない。

18．サウンドイフェクト等、『長者マルコ』におけるパラ。テクスチraアルの重要性にっ

　　いては、Wainscottが指摘している。　Ronald　H．　Wainscott，　Stagin80　’NeiZl

　　（New　Haven：Yale　Univ。　Pr．，1988）．なお、パラ・テクスチュアルについて

　　は次を参照のこと。

　　Mark　K◎bernick，　Semiotics　oゾthe　1）ramαand　the　Style　Of　Eecgene

　　O’Neill（Philadelphia：John　Be滋jamins，1989），

19．コードとしての登場人物名にっいては以下を参照のこと。

　　Marvin　Carl＄on，　Theαtre　Semiotics（Bl◎omingt◎n：Indiana　Univ・Pr・・

　　1990）、

20．マルコは、“i癬m◎rtal　soul”を持っているというが、彼のsoulは、そのく詩〉

　　と共に一幕五場でく娼婦〉によりく喪失〉されている。もっとも、“imm◎rta1
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souP・を彼の中の物質文明の不屈さと捉えるなら・彼はそれを持っていると言えよ

う。

21．オェー一ルの劇の劇空間のセノグラフィーについては以下を参照のこと。

　　内野儀、「オニールとメロドラマー三っの『ページェント』劇における劇空間とセ

　　ノグラフィー」。黒川欣映編、『現代演劇としてのユージンeオユール』（法政大学

　　出版局）1990年。23頁～40頁。

22．『長者マルコ』には、プロv　一一グとエピロ・一一グが付いている。本文申に述べたとおり・

　　プロローグでは、一瞬とはいえ生死の超克が示される。エビv一グでは、観客席に

　座り、『長者マルコ』の芝居を観ていたマルコが、観劇を終え、リムジンで劇場を

　　あとにする。〈動〉の世界を包含するく静〉の世界、という構図を観てきた我々

　　（観客）は、今、プロローグの立場に立ち、エビra・一グをフレームにするのか。は

　　たまた、フレームされるのは、プロローグなのか。これについては、別の機会に考

　　えてみたい。
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